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日
光
山
よ
も
や
ま
話 

 

東
照
宮
が
鎮
座
す
る
日
光
山
は
、
古
代
以
来
、
山

岳
信
仰
が
隆
盛
を
極
め
た
関
東
の
一
大
霊
場
だ
っ

た
。
日
光
山
の
歴
史
は
、
遠
く
奈
良
時
代
に
さ
か
の

ぼ
る
。 

開
祖
で
あ
る
勝
道
上
人

し
ょ
う
ど
う
し
ょ
う
に
ん

は
、
宇
都
宮
の
薬
師
寺

に
於
い
て
受
戒
を
し
、
弟
子
た
ち
と
日
光
山
の
開
山

を
始
め
た
。 

天
平
神
護
二
年
（766

）
に
は
、
現
在
の
神
橋
が

架
か
っ
て
い
る
大
谷
川

だ
い
や
が
わ

を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
四
本

竜
寺
（
の
ち
の
輪
王
寺
）
を
建
立
し
た
。 

こ
れ
が
日
光
山
の
始
ま
り
だ
と
い
わ
れ
る
。 

そ
こ
か
ら
、
男
体
山
（
二
荒
山
）
の
頂
上
に
挑
み
続 

け
た
勝
道
上
人
は
、
天
応
三
年
（782

）、
つ
い
に
山 

頂
を
き
わ
め
た
。 

延
暦
三
年
（784

）
に
は
山
麓
の
湖
畔
に
神
宮
寺
（
中

禅
寺
）
を
建
て
、
弘
仁
元
年
（810

）
に
は
、
四
本

竜
寺
は
万
願
寺

ま
ん
が
ん
じ

の
称
号
を
賜
り
一
山
の
総
号
と
な

っ
た
。 

嘉
祥
元
年
（843

）
に
、
比
叡
山
第
三
座
主
で
あ

っ
た
、
栃
木
県
は
壬
生
出
身
の
慈
覚
大
師
円
仁

じ
か
く
だ
い
し
え
ん
に
ん

が
來

山
し
て
、
三
仏
堂
・
常
行
堂
・
法
華
堂
な
ど
を
創
建

し
た
。
以
来
、
日
光
山
は
天

台

宗

て
ん
だ
い
し
ゅ
う

の
も
と
で
繁
栄

を
み
せ
る
こ
と
と
な
る
。 

鎌
倉
時
代
（1180

～1333

）
に
は

源

頼

朝

み
な
も
と
の
よ
り
と
も

は
、

文
治
二
年
（1186

）
十
五
町
の
田
地
を
寄
進
し
た
と

「
吾
妻
鏡
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
光
山
万

願
寺
の
祈
祷
感
応
条
々
に
よ
る
と
、
た
び
た
び
日
光

山
に
戦
勝
祈
願
を
し
、
奉
斎
の
た
め
の
寄
進
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
後
も
、
鎌
倉
幕
府
の
手
厚
い
庇
護
を

受
け
、
天
皇
家
か
ら
は
門
跡

も
ん
ぜ
き

を
招
い
て
皇
族
の
座
主

ざ

す

の
制
度
も
始
ま
っ
た
。 

室
町
時
代
（1335

～1573

）
の
日
光
山
の
所
領
は

十
八
万
石
、
五
百
余
の
坊
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
関

東
の
比
叡
山
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
勢
力
を
誇
っ
た
。 

し
か
し
、
天
正
十
八
年
（1590

）
の
豊
臣
秀
吉
に

よ
る
小
田
原
北
条
攻
め
の
際
に
、
日
光
衆
徒
は
、
小

田
原
北
条
氏
に
加
担
し
て
い
た
壬
生
氏
に
組
し
た

た
め
、
北
条
氏
の
滅
亡
後
は
、
そ
の
所
領
の
大
部
分

を
没
収
さ
れ
、
日
光
山
は
疲
弊
し
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
。 
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東
照
宮
の
創
建
に
つ
い
て 

 
天
下
統
一
を
完
成
さ
せ
た
徳
川
家
康
公
は
慶
長

十
年
（1605

）
に
秀
忠
公
に
二
代
将
軍
の
座
を
譲
っ

た
が
、
自
ら
は
大
御
所
と
し
て
駿
府
に
て
側
近
の
本

田
正
純
な
ど
を
活
用
し
、
院
政
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

徳
川
家
康
公
は
徳
川
幕
府
の
永
続
と
恒
久
平
和
の

た
め
全
力
を
あ
げ
て
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
豊
臣
政

権
を
壊
滅
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。 

元
和

げ
ん
な

二
年
（1616

）
一
月
二
十
一
日
、
駿
河
の
田

中
城
で
鷹
狩
り
に
出
か
け
、
そ
の
夜
に
わ
か
に
発
病

し
、
二
十
五
日
に
駿
河
に
帰
城
し
た
。
そ
の
後
、
小

康
状
態
に
な
っ
た
が
、
四
月
に
な
る
と
病
状
は
悪
化

し
、
自
ら
の
死
期
の
迫
っ
た
こ
と
を
悟
っ
た
家
康
公

は
二
日
頃
に
は
、
本
田
正
純

ほ
ん
だ
ま
さ
ず
み

、
南
光
坊
天
海

な
ん
こ
う
ぼ
う
て
ん
か
い

、

金
地
院
崇
伝

こ
ん
ち
い
ん
す
う
で
ん

を
枕
元
に
召
し
て
、
死
後
の
処
置
に
つ

い
て
指
示
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
崇
伝
の
日
記
に
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
れ
ば
、 

「
遺
体
は
駿
河
国
の
久
能
山

く
の
う
さ
ん

に
葬
り
、
江
戸
の
増

上
寺
で
葬
儀
を
行
い
、
三
河
国
の
大
樹
寺

だ
い
じ
ゅ
じ

に
は
位
牌

い
は
い

を
納
め
、
一
周
忌
が
過
ぎ
て
か
ら
、
下
野

し
も
つ
け

の
日
光
山

に
小
堂
を
建
て
て
勧
請

か
ん
じ
ょ
う

せ
よ
」。 

そ
し
て
、
神
に
祀
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
八
州

の
鎮
守

ち
ん
じ
ゅ

に
な
ろ
う
」
と
指
示
し
た
と
あ
る
。 

四
月
四
日
に
は
外
様
大
名
を
病
床
に
集
め
「
現
在

の
と
こ
ろ
将
軍
秀
忠
が
い
る
か
ら
、
死
後
の
心
配
は

な
い
が
、
も
し
将
軍
の
政
治
に
誤
り
が
あ
れ
ば
、
皆

が
代
わ
っ
て
政
権
を
担
当
せ
よ
。
天
下
は
一
人
の
も

の
で
は
な
く
、”
天
下
は
天
下
の
天
下
”
で
あ
る
か

ら
怨
み
に
思
わ
な
い
」
と
明
言
し
た
と
伝
わ
る
。 

元
和
二
年
四
月
十
七
日
、
家
康
公
は
死
去
す
る
と
、

遺
言
に
従
い
、
直
ち
に
久
能
山
に
「
遺
骸
は
西
に
面

し
て
安
置
」
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
西
国
の
外
様
大
名

に
睨
み
を
効
か
せ
る
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
が
、

久
能
山
の
位
置
は
地
図
上
で
は
、
北
緯
三
十
四
度
五

十
七
分
三
十
秒
で
、
こ
の
線
を
た
ど
れ
ば
京
都
に
至

り
、
こ
の
中
に
生
誕
の
地
・
岡
崎
と
鳳
来
寺
が
入
っ

て
い
く
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
者
先
生
の
研
究
が
盛

ん
で
あ
る
が
、
家
康
公
の
生
誕
に
つ
い
て
文
献
か
ら

抜
粋
し
て
み
ま
す
。 

家
康
公
の
生
母
・
於
大

お
だ
い

の
方 か

た

が
、
子
授
け
の
祈
願

を
鳳
来
寺
で
行
っ
て
い
た
。
こ
の
お
寺
の
本
尊
は
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「
峰
の
薬
師
」
と
呼
ば
れ
、
霊
験

れ
い
げ
ん

あ
ら
た
か
な
仏
様

と
さ
れ
て
い
て
「
薬
師
如
来

や
く
し
に
ょ
ら
い

」
で
す
。 

「
徳
川
実
記
」
に
よ
れ
ば
、「
家
康
公
の
父
・
松
平

広
忠
公
は
、
若
君
の
な
き
こ
と
を
な
げ
き
、
北
の
方

（
於
大

お
だ
い

の
方 か

た

）
と
鳳
来
寺
に
子
授
け
の
祈
願
を
し
た
。

七
日
目
の
満
願
の
夜
、
夢
に
薬
師
如
来
が
現
れ
、
十

二
神
将

じ
ん
し
ょ
う

の
内
の
寅
神

と
ら
の
か
み

を
授
け
る
と
告
げ
ら
れ
た
」

と
、
家
康
公
が
鳳
来
寺
の
薬
師
如
来
の
申
し
子
で
あ

る
と
の
霊
験
譚

れ
い
げ
ん
た
ん

が
記
さ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
家
康
公
の
誕
生
日
は
天
分

て
ん
ぶ
ん

十
一
年

（1542

）
壬

寅

み
ず
の
え
と
ら

の
年
で
、
時
刻
は
寅
刻

と
ら
の
こ
く

（
午
前

四
時
こ
ろ
）、
そ
の
と
き
、
鳳
来
寺
の
峰
の
薬
師
の

十
二
神
将
の
中
の
寅
神
が
忽
然
と
し
て
姿
を
消
し

た
、
と
の
奇
譚

き
た
ん

の
伝
承
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

こ
の
こ
と
が
、
後
に
家
康
公
（
東
照
大
権
現
）
の

本
地
仏

ほ
ん
ち
ぶ
つ

は
薬
師
如
来
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
日
光

で
は
「
本
地
堂
」
で
薬
師
瑠
璃
光

る

り

こ

う

如
来
を
本
尊
と
し

て
お
祀
り
し
て
い
る
の
で
す
。
天
井
に
は
「
鳴
き
龍
」

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

久
能
山
か
ら
日
光
山
へ
の
遷
座 

 

元
和
三
年
三
月
十
五
日
、
日
光
山
に
お
い
て
造
営

し
て
い
た
東
照
宮
の
社
殿
は
竣
工
す
る
と
、
久
能
山

か
ら
の
遷
座
が
始
ま
っ
た
。」 

家
康
公
の
棺
は
、
金
の
御
輿
で
、
供
奉

ぐ

ぶ

す
る
行
列
は
、

騎
馬
武
者
三
百
騎
、
雑
兵
千
人
で
、
久
能
山
を
三
月

十
五
日
に
出
発
。
東
海
道
の
平
塚
か
ら
、
座
間
・
府

中
・
川
越
・
行
田
・
佐
野
・
鹿
沼
を
経
て
四
月
四
日

に
は
日
光
山
に
到
着
し
た
。
四
月
十
七
日
は
将
軍
秀

忠
も
参
列
し
儀
式
が
行
わ
れ
、
こ
こ
に
正
式
に
日
光

東
照
宮
が
鎮
座

ち
ん
ざ

し
た
。 

何
故
、
家
康
公
は
日
光
山
へ
の
勧
請

か
ん
じ
ょ
う

を
遺
言
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
一
般
的
に
は
知
れ
渡

っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
文
献
よ
り
抜
粋
し
て
み
ま

す
。
吉
野
裕
子
博
士
の
説
。 

① 

陰
陽
五
行
説
か
ら
、
宗
廟

そ
う
び
ょ
う

は
王
城
の
北
が

よ
い
と
さ
れ
、
古
代
中
国
に
も
こ
の
例
が
多
い
が
、

方
角
的
に
日
光
は
江
戸
の
ほ
ぼ
真
北
に
位
置
し
て

い
る
。 

②
天
海
大
僧
正
、
崇
伝
大
僧
正
は
仏
教
は
い
う
に

及
ば
ず
、
神
道
・
儒
教
・
道
教
・
陰
陽
道

お
ん
み
ょ
う
ど
う

な
ど
あ

ら
ゆ
る
宗
教
に
精
通
し
て
、
日
光
の
宗
廟
は
家
康
公
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の
生
前
か
ら
決
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。 

③ 
そ
こ
に
集
約
さ
れ
る
の
は
「
北
斗
星
」
で
あ

り
、
吉
野
博
士
に
よ
れ
ば
、
伊
勢
神
宮
の
内
宮
は
北

極
星
の
神
霊
化
と
し
て
の
太
一

た
い
い
つ

と
、
外
宮
の
北
極
星

を
巡
る
北
斗
七
星
と
が
習
合
さ
れ
て
い
る
。 

④ 

古
代
以
来
、
北
極
星
に
対
す
る
思
想
・
信

仰
・
は
「
北
辰
信
仰
」
と
し
て
我
が
国
の
宗
教
に
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と 

⑤ 

以
上
の
こ
と
は
家
康
公
も
側
近
の
方
々
も

北
極
星
に
対
す
る
思
想
・
信
仰
に
は
無
縁
で
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。 

⑥ 

久
能
山
の
頂
上
か
ら
日
光
を
結
ぶ
線
上
に

富
士
山
が
あ
る
。「
富
士
」
は
「
不
死
」
に
通
じ
、

久
能
山
に
お
い
て
神
と
し
て

蘇
よ
み
が
え

っ
た
家
康
公
が

日
光
山
に
鎮
座
す
る
こ
と
は
「
不
死
の
道
」
を
通
っ

て
、
永
遠
の
存
在
に
な
る
。 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
家
康
公
が
遺
言
に
お

い
て
、
死
後
の
祀
り
の
場
と
し
て
指
定
し
た
「
久
能

山
」「
日
光
山
」
は
方
位
的
に
結
ば
れ
て
く
る
。
江

戸
と
日
光
を
結
ぶ
南
北
軸
は
「
北
辰
の
道
」
を
形
成

し
、
久
能
山
か
ら
は
「
不
死
（
富
士
）
の
道
」
に
よ

っ
て
、
こ
の
宇
宙
軸
は
連
結
す
る
と
い
う
「
宇
宙
論
」

が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

久
能
山
に
て
祀
ら
れ
、「
不
死
の
道
」
を
通
り
、

日
光
山
で
神
と
し
て

蘇
よ
み
が
え

り
、
江
戸
城
（
日
本
）
を

守
護
し
て
い
く
と
い
う
壮
大
な
構
想
を
実
現
さ
せ

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

東
照
大
権
現
の
由
来 

 

東
照
大
権
現
の
神
号
も
、
従
来
は
南
光
坊
天
海
と

金
地
院
崇
伝
と
の
間
で
天
海
は
「
権
現
」、
崇
伝
は

「
明
神
」
号
を
主
張
し
論
争
し
、
天
海
の
「
権
現
」

号
が
採
用
さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
も
、
文
献
か
ら
、
神
号
は
最
初
か
ら
決
ま
っ

て
い
た
と
い
う
面
白
い
も
の
を
抜
粋
し
て
み
ま
す
。 

徳
川
幕
府
か
ら
、
朝
廷
に
神
号
の
宣
下
を
願
い
出

た
と
こ
ろ
、
二
条
関
白
昭
実

あ
き
ざ
ね

と
菊
亭
大
納
言
晴
季
が

は

る

す

え

考
案
し
た
「
日
本
」「
霊
威
」「
東
光
」「
東
照
」
の

四
案
が
示
さ
れ
た
。
最
終
的
に
幕
府
側
が
「
東
照
」

を
選
ん
だ
。
神
号
の
候
補
が
勘
案
さ
れ
た
時
期
に
は
、

す
で
に
「
日
光
」
に
家
康
公
の
神
霊
を
祀
る
社

や
し
ろ

が

造
営
さ
れ
る
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
た
か
ら
、「
日
光
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大
権
現
」
も
考
慮
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
予
定
さ

れ
て
い
た
場
所
に
は
「
日
光
権
現
」（
現
二
荒
山
神

社
）
が
祀
ら
れ
て
い
た
。 

最
後
に
は
、
八
百
万
神
の
「
天
照
大
御
神
」
の
太

陽
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
も
考
慮
さ
れ
、「
東
照
大
権
現
」

と
命
名
さ
れ
、
東
照
宮
に
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

神
号
が
太
陽
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
で
、
そ
の
社
殿
は

「
き
ら
き
ら
し
く
」
光
り
輝
く
装
い
と
な
り
、
そ
れ

ら
の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
陽
明
門
（
宮

中
十
二
門
の
内
、
東
の
正
門
の
名
）」
も
選
ば
れ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
宮
号
の
宣
下
は
正
保
二
年

（1645

）、
後
光
明
天
皇
よ
り
東
照
社
に
対
し
て
宮

号
が
宣
下
さ
れ
「
東
照
宮
」
と
な
っ
た
。
そ
の
時
の

宣
命

せ
ん
み
ょ
う

に
は
「
元
和
三
年
に
東
照
社
が
日
光
に
鎮
座

さ
れ
て
よ
り
こ
の
か
た
、
国
内
も
平
穏
で
、
皇
室
も

安
泰
、
ま
た
幕
府
の
政
治
も
安
定
し
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
東
照
社
の
神
徳
の
お

陰
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
東
照
社
を
東
照
宮
と
称

し

奉
た
て
ま
つ

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。 

宮
号
が
宣
下
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
翌
々
年
か
ら

は
毎
年
四
月
の
例
祭
に
朝
廷
よ
り
奉
幣
使

ほ
う
へ
い
し

が
派
遣

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
光
例
幣
使
は
幕
末
の
慶
応

三
年
（1867

）
ま
で
二
百
二
十
年
間
続
け
ら
れ
た
。 

 
東
照
宮
の
建
築
と
彫
刻 

 ＊ 

建
築 

＊ 

元
和
三
年
（1617

）
に
創
建
さ
れ
た
日
光
東
照
宮

の
社
殿
は
、
今
日
の
久
能
山
東
照
宮
と
ほ
ぼ
同
じ
規

模
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
祖
父
・
家
康
公
を

熱
烈
に
崇
拝
し
た
三
代
将
軍
家
光
公
は
、
大
御
所
で

あ
る
父
・
秀
忠
公
が
没
し
、
名
実
と
も
に
幕
府
の
全

権
を
握
る
と
、
日
光
東
照
宮
の
全
面
的
な
建
て
替
え

を
計
画
す
る
。 

造
営
奉
行
に
は
秋
元
但
馬
守
泰
朝

や
す
と
も

、
設
計
施
工
は

幕
府
の
作
事
方
大
棟
梁
・
甲
良
豊
後
守
宗
広
・
絵
画

部
門
は
狩
野
探
幽
が
担
当
し
た
。 

工
期
は
、
寛
永
十
一
年
十
一
月
か
ら
、
わ
ず
か
一

年
五
ヶ
月
。「
日
光
山
東
照
大
権
現
様
造
営
御
目
録
」

に
記
さ
れ
て
い
る
大
工
・
木
挽
な
ど
延
べ
約
百
七
十

万
人
、
雑
役
が
二
百
八
十
万
人
に
の
ぼ
る
。
し
か
し
、

絵
画
・
彩
色
・
漆
・
金
具
・
屋
根
の
工
事
に
は
、
人

数
の
記
載
は
な
い
。
今
日
の
修
理
の
実
情
か
ら
試
算
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す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
仕
事
に
は
延
べ
二
百
万
人
を
要

し
た
計
算
に
な
る
。
合
計
六
百
五
十
万
人
が
働
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
大
名
の
御
手
伝
い
が
命
じ
ら
れ
、
こ
れ

に
動
員
さ
れ
た
役
人
の
数
は
、
延
べ
四
十
五
万
人
に

も
及
ん
だ
と
い
う
。 

総
工
費
は
、
金
五
十
六
万
八
千
両
・
銀
百
貫
目
。

も
ろ
も
ろ
と
考
え
れ
ば
、
現
在
の
貨
幣
に
換
算
し
て

約
二
千
億
円
く
ら
い
と
な
る
よ
う
で
す
。 

家
光
公
は
「
費
用
は
お
構
い
な
し
」
と
命
じ
て
い

た
が
、
竣
工
直
後
に
「
総
工
費
は
概
算
で
百
万
両
」

と
の
報
告
を
聞
い
て
、「
思
っ
た
よ
り
安
く
で
き
た
」

と
言
っ
た
と
い
う
。
そ
の
頃
久
能
山
の
御
蔵
に
あ
っ

た
家
康
公
の
遺
金
は
二
百
万
両
。
そ
の
う
ち
百
万
両

余
が
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
の
御
三
家
に
分
割
相
続
さ

れ
て
い
る
。
当
然
こ
れ
と
は
別
途
に
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
か
ら
、
家
光
公
に
と
っ
て
は
、「
た
か
が
百
万

両
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 

＊ 

彫
刻 

＊ 

東
照
宮
の
指
定
建
造
物
五
十
五
棟
の
内
、
木
造
の 

建
築
物
は
四
十
一
棟
あ
る
が
彫
刻
が
用
い
ら
れ
て

い
る
の
は
、
本
社
（
拝
殿
・
石
の
間
・
本
殿
）
を
は

じ
め
合
計
二
十
九
棟
に
上
り
、
彫
刻
の
総
数
は
五
千

百
七
十
三
体
に
も
及
ん
で
い
る
。 

主
な
建
造
物
の
中
で
、
本
殿
が
二
千
四
百
六
十
八
体

で
第
一
位
。
次
い
で
唐
門
の
六
百
十
一
体
。
第
三
位

は
陽
明
門
の
五
百
八
体
で
あ
る
。 

 

「
江
戸
期
彫
刻
の
粋
を
集
め
た
陽
明
門
」 

 

我
が
国
の
社
寺
建
築
を
代
表
す
る
建
造
物
で
あ

る
陽
明
門
の
彫
刻
は
、
動
物
や
植
物
な
ど
の
彫
刻
が

随
所
に
施
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
神
秘
的
な
力

を
持
つ
と
さ
れ
る
霊
獣
や
故
事
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
人
物
の
彫
刻
は
、
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
ま
た
、
陽
明

門
の
柱
に
は
、
グ
リ
紋
と
呼
ば
れ
る
渦
巻
き
の
紋
様

が
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
内
側
か
ら
の
二
本
目
の
柱
の

紋
様
は
下
向
き
に
な
っ
て
お
り
、「
魔
除
け
の
逆
柱
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
獣
の
顔
を
想
像
さ
せ
る
グ
リ
は
、
そ
れ

自
体
に
魔
除
け
の
意
味
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

建
物
は
完
成
し
た
瞬
間
か
ら
崩
壊
が
始
ま
る
た
め
、

「
家
を
建
て
る
と
き
は
瓦
三
枚
残
す
」（
一
部
分
だ
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け
仕
様
を
変
え
、
建
物
は
未
完
成
で
あ
る
と
す
る
）

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
逆
柱
は
、
未
完

成
部
分
を
残
す
こ
と
で
、
建
物
の
長
持
ち
を
願
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

極
彩
色
に
彩
ら
れ
た
陽
明
門
で
す
が
、
あ
ま
り
の

華
美
さ
に
驚
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
色
彩
は
心

理
的
効
果
を
狙
っ
て
計
画
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

東
照
宮
に
は
、
表
門
か
ら
陽
明
門
に
至
る
石
段
の
両

脇
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
が
建
ち
並
ぶ
。
こ
れ
ら
の

建
物
に
使
わ
れ
て
い
る
一
つ
一
つ
の
色
彩
が
陽
明

門
で
結
実
し
、
集
合
体
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
。 

さ
ら
に
、
朱
、
金
、
黒
、
群
青
、
黄
土
に
加
え
て
、

陽
明
門
に
は
効
果
的
に
白
が
使
用
さ
れ
、
門
の
内
側

が
聖
域
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。 

絢
爛
豪
華
な
彫
刻
に
彩
ら
れ
た
陽
明
門
は
、
徳
川

家
の
権
勢
を
象
徴
す
る
だ
け
で
な
く
、
聖
域
で
あ
る

東
照
宮
の
本
殿
を
守
る
役
割
も
果
た
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。 

＊ 

陽
明
門
に
息
づ
く
彫
刻
た
ち 

＊ 

① 

息 

一
見
す
る
と
龍
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
竜

の
顔
と
比
べ
る
と
、
ヒ
ゲ
が
な
く
、
ま
る
で
ブ
タ
の

よ
う
に
上
唇
に
鼻
孔
が
つ
い
て
い
る
。
名
前
も
「
い

き
」
と
読
む
の
か
「
そ
く
」
と
読
む
の
か
判
明
し
て

い
な
い
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
霊
獣
。
陽
明
門
に
は
三

十
体
、
拝
殿
の
隅
尾
垂
木
と
向
拝
に
も
各
四
体
施
さ

れ
て
い
ま
す
。 

② 

唐
子

か
ら
こ

遊
び 

陽
明
門
の
上
層
高
欄

こ
う
ら
ん

の
彫
刻
は
「
唐
子
の
知
恵
遊

び
」
と
呼
ば
れ
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
・
竹
馬
・
鬼
ご
っ
こ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
供
の
遊
び
が
主
題
に
な
っ
て

い
る
。
陽
明
門
に
こ
の
よ
う
な
彫
刻
が
刻
ま
れ
た
の

は
、
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る
子
供
の
姿
に
平
和
の

象
徴
を
見
出
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
戦

乱
の
世
を
治
め
て
平
和
を
も
た
ら
し
た
人
物
こ
そ

家
康
公
で
あ
り
、
子
供
の
遊
ん
で
い
る
姿
を
通
し
て
、

家
康
公
の
偉
業
を
暗
示
し
て
い
る
と
い
う
。 

③ 

唐
獅
子 

日
本
語
で
は
本
来
、
イ
ノ
シ
シ
（
猪
）・
カ
ノ
シ

シ
（
鹿
）
に
対
す
る
、
唐
の
シ
シ
。
文
殊
菩
薩
の
乗

り
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
安
土
・
桃
山
期
に
は
、
絵

画
や
彫
刻
に
モ
チ
ー
フ
と
し
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
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た
。
お
そ
ら
く
、
勇
壮
な
唐
獅
子
の
姿
が
、
武
将
た

ち
に
好
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

④ 

聖
賢 

東
照
宮
で
は
陽
明
門
と
唐
門
の
み
人
物
彫
刻
が

施
さ
れ
て
い
る
。
陽
明
門
は
百
五
十
六
体
の
人
物
彫

刻
が
あ
り
下
層
の
組
物
間
に
は
聖
賢
の
彫
刻
が
あ

る
。
聖
賢
と
は
、
儒
教
で
理
想
と
さ
れ
る
人
物
の
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
徳
川
幕
府
の
政
治
理
念
を
表
現
し

て
い
る
。 

⑤ 

錦
鶏

き
ん
け
い 

錦
鶏
と
は
雉
な
ど
と
混
同
さ
れ
が
ち
だ
が
、
尾
羽

が
ま
っ
す
ぐ
で
、
長
い
冠
羽
が
あ
り
、
赤
い
腹
部
が

特
徴
。
鳳
凰
や
孔
雀
の
彫
刻
と
並
ん
で
、
よ
く
目
に

つ
く
華
麗
な
鳥
で
あ
る
。
形
が
同
じ
で
、
全
体
に
白

い
銀
鶏
も
数
羽
い
る
の
で
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
と
め 

 

徳
川
家
康
公
の
遺
言
に
よ
っ
て
、
日
光
山
に
「
東
照

大
権
現
」
と
い
う
「
神
」
と
な
り
、
天
下
国
家
を
守

護
す
る
と
い
う
過
程
を
追
っ
て
み
ま
し
た
が
、
寛
永

十
三
年
（1636

）
完
成
し
た
東
照
宮
は
、
現
代
ま
で

様
々
な
角
度
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
先
生
方
々
の

文
献
に
よ
り
、
古
代
中
国
の
遠
大
な
思
想
（
宇
宙
論
）

が
創
建
に
注
入
さ
れ
た
こ
と
が
朧
気
な
が
ら
理
解

で
き
た
よ
う
で
す
。
創
建
の
プ
ラ
ン
の
責
任
者
「
南

光
坊
天
海
」
と
取
り
巻
く
ブ
レ
ー
ン
。
造
営
奉
行
・

秋
元
但
馬
守
泰
朝

あ
き
も
と
た
じ
ま
の
か
み
や
す
と
も

、

設

計

施

工

は

幕

府

の

作
事
方
大

さ
く
じ
か
た
だ
い

棟
梁

と
う
り
ょ
う

・
甲
良
豊
後
守
宗
広

こ
う
ら
ぶ
ん
ご
の
か
み
む
ね
ひ
ろ

、
絵
画
部
門

は
狩
野
探
幽

か
の
う
た
ん
ゆ
う

達
の
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
情
報
を
共
有
し
長
期
に
わ
た
る
構
想
を
、
工

事
開
始
か
ら
わ
ず
か
一
年
五
か
月
と
い
う
驚
異
的

な
工
期
で
華
麗
に
作
り
上
げ
た
見
事
さ
に
は
、
創
建

の
意
義
の
奥
深
さ
と
畏
敬
を
感
じ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
。
世
界
遺
産
登
録
建
造
物
と
し
て
国
宝
・
重
要
文

化
財
百
三
棟
が
荘
厳
な
姿
を
現
し
て
い
ま
す
が
、
見

え
な
い
部
分
に
九
十
九
％
の
先
人
達
の
知
恵
が
埋

蔵
し
、
こ
れ
か
ら
も
少
し
ず
つ
解
明
さ
れ
て
い
く
と

期
待
す
る
も
の
で
す
。 

以
上 
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